様式第１号（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○ ○ 第 ○ 号
年　　月　　日
静岡県経済産業部農業局お茶振興課長　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　名　称

　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者　　　　　　　　　　

○年度静岡茶海外戦略展開支援事業実施計画書
静岡茶海外戦略展開支援事業実施要領第５の（１）のアの規定に基づき、下記のとおり静岡茶海外戦略展開支援事業実施計画書を提出します。
＜事業の区分＞

	静岡茶海外戦略展開支援事業名
	実施内容※
	添付内容

	海外販路開拓支援事業
	
	別紙１

	輸出拡大生産転換設備等導入支援事業
	
	別紙２

	輸出拡大生産体制強化支援事業
	
	別紙３


　※該当する実施内容に「○」を記載すること。

（注）法人その他の団体にあっては、以下の項目についても記載する

こと。

　　責任者　職・氏名

　　　作成者　職・氏名
別紙１（海外販路開拓支援事業）

１ 事業実施主体の概要
	項　目
	内　容

	事業実施主体名
	

	代表者
	

	住所
	

	担当者（役職、氏名）
	

	連絡先
	TEL

	
	E-mail


　注：事業実施主体名にはコンソーシアムの名称を記載すること。

２ コンソーシアムの概要

（１）構成員
	事業者名
	住　所
	業　種
	パートナーシップ構築宣言企業

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


注：｢パートナーシップ構築宣言企業｣に該当する場合は「○」を記載し、登録したパートナーシップ構築宣言を添付すること。

（２）役割分担

	事業者名
	役　割

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


注：「役割」には、代表者、会計担当者、原料提供など各事業者の　役割を記載すること。
３ 事業内容
（１）目的
　　　注：200文字以内で簡潔に記載すること。
（２）出展計画

　　ア　出展先等

	出展国
	展示会名
	予定出展者数（者）

	
	
	

	
	
	

	
	
	


　　注：出展者リストが既にある場合は提示すること。

　　イ　出展内容等

	項　目
	内　容

	出展先の選定理由
	

	出展者の公募方法
	※公募方法、期間等

	出展する商品やサービス
	

	出展者のサポート体制
	

	静岡茶ブランディングプロジェクトPRのためのプロモーション
	


（３）新たな需要等の創出

	項　目
	単位
	現状

（　年度）

（事業実施年度）
	１年目
（　年度）
	２年目
（　年度）
(目標年度)
	５年目
（　年度）

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


注１：成約件数、販売件数、販売額や輸出額などを記載すること。
注２：現状値は、計画書提出時の実績値を記載すること。
（４）年間計画
	時　期
	内　容
	担当事業者名

	
	
	

	
	
	


　注１：経過した時期は実績を記載すること。
注２：必要に応じて行を追加すること。
（５）支出計画
	費　目
	金額（円）
	積算根拠

	需用費
	
	

	役務費
	
	

	使用料及び賃借料
	
	

	合　計
	
	


４ 添付書類
・事業に参画する事業者の経営内容がわかる書類
・コンソーシアムの規約や覚書等

・コンソーシアムの事業実施体制や役割分担がわかる書類

・出展する展示会の内容がわかる書類

・出展者がわかる書類（出展者リスト等）

・審査会において事業概要を説明する資料
・その他参考となる書類

注：審査会において事業概要を説明する資料やその他参考となる書類については、Ａ４片面で３枚以内とする。

別紙２（輸出拡大生産転換設備等導入支援事業）

１ 事業実施主体の概要
	項　目
	内　容

	事業実施主体名
	

	代表者
	

	住所
	

	担当者（役職、氏名）
	

	連絡先
	TEL

	
	E-mail


　注１：事業実施主体名には個人名又は茶工場名を記載すること。

　注２：代表者欄は、本事業を実施する茶業者名を記載すること。

２　成果目標

	区分
	成果目標
	実施項目※

	ア
	有機栽培面積、てん茶生産のための被覆栽培面積及び改植面積の合計が20％以上増加
	

	イ
	有機栽培茶又はてん茶等の生産量が20％以上増加
	

	ウ
	主要品種指数を直近値から２ポイント以上低減
	

	エ
	総出荷量又は総出荷額に占める輸出量又は輸出額の割合を５ポイント以上増加
	

	オ
	労働生産性10％以上の向上
	


　※成果目標から２つ選択し、｢○｣を記載すること。

３ 事業内容

（１）目的

　　　注：200文字以内で簡潔に記載すること。
（２）整備内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

	事業量
	事業費
	負担区分
	備考

	
	
	国
	県
	市町
	その他
	

	
	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	


（３）転換する内容

	項　目
	現状

（　年度）
	事業実施後

（　年度）

（目標年度）
	増加率
	備考

	輸出用茶栽培面積
	有機栽培面積
てん茶等面積
改植面積
新植面積
(合計面積)
全体茶園面積
	ha

ha

ha

ha

ha

ha
	有機栽培面積
てん茶等面積
改植面積
新植面積
(合計面積)
全体茶園面積
	ha

ha

ha

ha

ha

ha
	　％

　％

  ％

％

％

　％
	

	輸出用茶

生産量
	(茶種①)

(茶種②)

(茶種③)

その他

全体生産量
	ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ
	(茶種①)

(茶種②)

(茶種③)

その他

全体生産量
	ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ
	　％

　％

％　　％

％
	

	輸出用茶

販売額
	(茶種①)

(茶種②)

(茶種③)

その他

全体販売額
	千円
千円
千円
千円
千円
	(茶種①)

(茶種②)

(茶種③)

その他

全体販売額
	千円
千円
千円
千円
千円
	　  ％

％

　％　　％

％
	


　注１：有機栽培は、転換期間中有機農産物の栽培を含む。

　注２：「てん茶等」は、被覆栽培により生産する粉末状茶とする。

注３：現状を基準として増加率((目標値－現状値)/ 現状値*100)を

記載すること。

注４：目標年度は事業実施年度の翌々年度とする。
注５：輸出用茶栽培面積の合計面積は、「有機栽培面積」、「てん茶等面積」、「改植面積」、「新植面積」の和を記入すること。

注６：備考欄には、「仕上茶」、「荒茶」又は「生葉」を記入すること。
注７：（茶種①～③）は自由記載とし、必要に応じて項目を削除又は追加すること。
（４）生産見込量及び販売見込額等

	項　目
	前年度

（　年度）

（現　状）
	事業実施年度
（　年度）
	１年目

（　年度）
	２年目

（　年度）

(目標年度)
	10年目

（　年度）

	総生産量
	ｔ
	ｔ
	ｔ

（　％）
	ｔ

（　％）
	ｔ

（　％）

	総販売額
	千円
	千円
	千円

（　　％）
	千円

（　　％）
	千円

（　　％）

	茶業者１戸あたり収入
	千円
	千円
	千円

（　　％）
	千円

（　　％）
	千円

（　　％）


　　注１：現状を基準として増加率((目標値－現状値)/ 現状値＊100) を記載すること。
注２：総生産量及び総販売額は国内向けも含めた量及び額を記載

すること。

　　注３：事業実施年度において数値が確定していない場合は見込み
で記入すること。
注４：（３）で選択した仕上茶、荒茶、生葉について記載するこ
　　　と。
（５）有機栽培茶またはてん茶の生産拡大に向けた茶品種の転換
	品種名
	現状
（　年度）
	目標年度
（　年度）
	ポイント

	転換前
	転換後
	栽培面積
	うち
主要品種栽培面積
	主要品種指数
	栽培面積
	うち
主要品種栽培面積
	主要品種指数
	

	
	
	ha
	ha
	％
	ha
	ha
	％
	


注１：２のウを選択した場合に記載。

注２：目標年度は事業実施年度の翌々年度とする。

注３：主要品種とは茶品種「やぶきた」とする。

注４：主要品種指数とは、茶品種「やぶきた」の栽培面積を当該年度の茶

栽培面積で除し、100を乗じた数とする。

　注５：ポイントはパーセントで表された数字同士の差とし、目標年度から

現状の割合を引くこととする。

注６：必要に応じて行を追加すること。
（６）労働生産性
	項目
	前年度
（　年度）
（現状）
	目標年度
（　年度）
	増加割合

	労働時間
	h
	h
	-

	労働生産性
	
	
	％


　注１：２のオを選択した場合に記載。
注２：目標年度は事業実施年度の翌々年度とする。
注３：労働生産性＝販売額（（４）に記載の販売額）÷労働時間を
記載すること
（７）流通販売業者等との輸出向け茶（有機茶・てん茶等）出荷契約

	契約等の相手先

（流通販売事業者名）
	契約取引

品種
	契約
茶種
	契約取引量（t）
	契約状況

	
	
	
	現状

（　年度）
	目標年度（　年度）
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


　注１：「契約状況」には、契約又は覚書等を締結済み、今後締結予定等を記載すること。

注２：必要に応じて行を追加すること。

４ 添付書類
・拠点化計画の写し

・事業概要が分かる資料

・事業実施場所の位置図

なお、広域生葉集出荷施設等、受益地が複数の地域や茶園に亘る場合については、適宜、その受益の範囲等が分かるよう作成すること。

・導入機械等のカタログ、配置図等

・生産計画、収支計画
なお、事業実施前の実績、少なくとも事業実施の翌々年度までの計

画がわかる資料にすること。

・規模決定根拠

・見積額一覧表及び見積書（原則として３社以上）
・関連する事業がある場合は、その概要がわかる書類

・その他参考となる書類（例：連携する流通販売業者等との販売数量

設定や単価設定のある契約書や覚書等）

注：その他参考となる書類については、Ａ４片面で３枚以内とする。

様式第２号（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○ ○ 第 ○ 号
年　　月　　日
静岡県経済産業部農業局お茶振興課長　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　名　称

　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者　　　　　　　　　　

○年度静岡茶海外戦略展開支援事業実施変更計画書
静岡茶海外戦略展開支援事業実施要領第５の（２）の規定に基づき、下記のとおり静岡茶海外戦略展開支援事業実施変更計画書を提出します。
１　変更理由書

	変更区分
	変更箇所
	変更理由

	
	
	


（注）１　変更区分：本要領第５の(2) に掲げる変更の区分による。

２　変更箇所：当初計画と変更計画を対比して具体的に変更

箇所を明らかにすること。

３　変更理由：具体的に記入すること。

２　変更計画の内容

（注）様式第１号に準じて変更計画を作成し、当該変更に係る部分については、その上段に当初計画を括弧書すること。（変更箇所がない項目についても記入すること｡)

様式第３号（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

　　○ ○ 第 ○ 号
年　　月　　日
静岡県経済産業部農業局お茶振興課長　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　名　称

　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者　　　　　　　　　　

○年度静岡茶海外戦略展開支援事業実績報告書
静岡茶海外戦略展開支援事業実施要領第５の（３）の規定に基づき、下記のとおり静岡茶海外戦略展開支援事業実績報告書を提出します。
＜事業の区分＞

	静岡茶海外戦略展開支援事業名
	実施内容※
	添付内容

	海外販路開拓支援事業
	
	別紙１

	輸出拡大生産転換設備等導入支援事業
	
	別紙２

	輸出拡大生産体制強化支援事業
	
	別紙３


※該当する実施内容に「○」を記載すること。

（注）法人その他の団体にあっては、以下の項目についても記載する

こと。

　　

責任者　職・氏名

　　　作成者　職・氏名
別紙１（海外販路開拓支援事業）

１　実施内容
（１）出展概要
	出展期間
	展示会名
	出展場所
	出展者数
	自ブース訪問者数/全体来場者数

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


２　販路開拓結果

（１）出展内容

　　※①出展者の公募結果、内訳

②ブースレイアウトやデザインの説明

③出展商品やサービスの詳細

④静岡茶ブランディングプロジェクトＰＲの内容

⑤各出展者の成約状況やリード（見込み客）獲得数等の出展に

よる効果

⑥参加者（出展者・来訪者）の声や改善点　　等を記載

（２）需要創出効果

	項　目
	効果額
	備　考

	
	千円
	


　※項目には展示会出展による販売額、輸出増加額や広告宣伝効果等を記載すること。

３ 添付書類
・展示会出展を行った際の写真など取組が分かる書類

・その他参考となる書類

別紙２（輸出拡大生産転換設備等導入支援事業）

１　令和　年度　事業実績

	事業内容

事業量
	事業実施主体
	施行箇所

又は

設置場所
	事業費
	負　　担　　区　　分
	備　　考

	
	
	
	
	県　費
	市町費
	その他
	

	
	
	
	 円


	円


	円


	円
	

	計


	
	
	
	
	
	
	


２　添付書類

施設の配置図や写真等、整備内容が確認できるもの

様式第４号（日本産業規格Ａ４縦型）

○ ○ 第 ○ 号
年　　月　　日
静岡県経済産業部農業局お茶振興課長　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　名　称

　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者　　　　　　　　　　

○年度静岡茶海外戦略展開支援事業実施状況等報告書
静岡茶海外戦略展開支援事業実施要領第８の（２）に基づき、下記のとおり静岡茶海外戦略展開支援事業実施状況等報告書を提出します。
＜事業の区分＞

	静岡茶海外戦略展開支援事業名
	実施内容※
	添付

内容

	海外販路開拓支援事業
	
	別紙１

	輸出拡大生産転換設備等導入支援事業
	
	別紙２

	輸出拡大生産体制強化支援事業
	
	別紙３


※該当する内容に「○」を記載すること。

（注）　法人その他の団体にあっては、以下の項目についても記載すること。

　　

責任者　職・氏名

　　　作成者　職・氏名
別紙１（海外販路開拓支援事業業）
１　事業実施後の取組状況
２　新たな需要等の創出
	項　目
	単位
	現状

（　年度）

（事業実施年度）
	１年目
（　年度）
	２年目

（　年度）

（目標年度）
	３年目
（　年度）

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


注：成約件数、販売件数、販売額や輸出額などを記載すること。
３ 添付書類
その他参考となる書類

別紙２（輸出拡大生産転換設備等導入支援事業）

１　事業実施後の取組状況
２　取組の成果

（１）輸出用茶の生産拡大
	項　目
	前年度

(　年度)

現状
	事業実施

年度

(　年度)
	１年目

(　年度)
	２年目

(　年度)

（目標年度）
	３年目

(　年度)
	備考

	輸出用茶栽培面積
	有機
栽培面積
	
	ha
	
	ha
	
	ha
	
	ha
	
	ha
	

	
	てん茶等面積
	
	ha
	
	ha
	
	ha
	
	ha
	
	ha
	

	
	改植面積
	
	ha
	
	ha
	
	ha
	
	ha
	
	ha
	

	
	新植面積
	
	ha
	
	ha
	
	ha
	
	ha
	
	ha
	

	
	合計面積
	
	ha
	
	ha
	
	ha
	
	ha
	
	ha
	

	
	
	
	
	
	
	(　％)
	(　％)
	(　％)
	

	輸出用茶生産量
	(茶種①)
	
	t
	
	t
	
	ｔ
	
	ｔ
	
	ｔ
	

	
	
	
	
	
	
	(　％)
	(　％)
	(　％)
	

	
	(茶種②)
	
	t
	
	t
	
	ｔ
	
	ｔ
	
	ｔ
	

	
	
	
	
	
	
	(　％)
	(　％)
	(　％)
	

	
	(茶種③)
	
	t
	
	t
	
	ｔ
	
	ｔ
	
	ｔ
	

	
	
	
	
	
	
	(　％)
	(　％)
	(　％)
	

	
	その他
	
	t
	
	t
	
	ｔ
	
	ｔ
	
	ｔ
	

	
	
	
	
	
	
	(　％)
	(　％)
	(　％)
	

	
	全体

生産量
	
	t
	
	t
	
	ｔ
	
	ｔ
	
	ｔ
	

	
	
	
	
	
	
	(　％)
	(　％)
	(　％)
	

	輸出用茶販売額
	(茶種①)
	千円
	千円
	
	千円
	
	千円
	
	千円
	

	
	
	
	
	(　％)
	(　％)
	(　％)
	

	
	(茶種②)
	千円
	千円
	
	千円
	
	千円
	
	千円
	

	
	
	
	
	(　％)
	(　％)
	(　％)
	

	
	(茶種③)
	千円
	千円
	
	千円
	
	千円
	
	千円
	

	
	
	
	
	(　％)
	(　％)
	(　％)
	

	
	その他
	千円
	千円
	
	千円
	
	千円
	
	千円
	

	
	
	
	
	(　％)
	(　％)
	(　％)
	

	
	全体

販売額
	千円
	千円
	
	千円
	
	千円
	
	千円
	

	
	
	
	
	(　％)
	(　％)
	(　％)
	


　注１：現状を基準として増加率((目標値－現状値)/ 現状値*100)を
記載すること。
注２：輸出用茶栽培面積の合計面積は、「有機栽培面積」、「てん茶等面積」、「改植面積」、「新植面積」の和を記入すること。

注３：備考欄には、「仕上茶」、「荒茶」又は「生葉」を記入すること。

注４：（茶種①～③）は自由記載とし、必要に応じて項目を削除又は追加すること。
（２）出荷量及び販売額等

	項　目
	前年度

（　年度）

現状
	事業実施年度
（　年度）


	１年目

（　年度）
	２年目

（　年度）

（目標年度）
	３年目

（　年度）

	総出荷量
	ｔ
	ｔ
	ｔ

（　％）
	ｔ

（　％）
	ｔ

（　％）

	総販売額
	千円
	千円
	千円

（　　％）
	千円

（　　％）
	千円

（　　％）

	茶業者１戸

あたり収入
	千円
	千円
	千円

（　　％）
	千円

（　　％）
	千円

（　　％）


　注１：現状を基準として増加率((実績値－現状値)/ 現状値＊100)を
記載すること。
注２：総生産量及び総販売額は国内向けも含めた量及び額を記載す

ること。
注３：（１）で選択した仕上茶、荒茶、生葉について記載すること。
（３）有機栽培茶またはてん茶の生産拡大に向けた茶品種の転換の実績
	品種名
	現状

（　年度）

（事業実施年度）
	１年目
（　年度）
	２年目

（　年度）

（目標年度）
	３年目

（　年度）

	転換前
	転換後
	
	
	
	

	
	
	ha
	ha
	ha
	ha


　注１：該当ある場合に記載。
注２：必要に応じて行を追加すること。
（４）労働生産性
	項目
	前年度
（　年度）
（現状）
	事業実施年度
(　年度)
	１年目
（　年度）
	２年目

（　年度）

（目標年度）
	３年目
（　年度）

	労働時間
	h
	h
	h
	h
	h

	労働生産性
	
	
	
	
	


　注：該当ある場合に記載。
（５）流通販売業者等との出荷契約等の実績

	契約取引等の相手先
	項　目
	単位
	現状

(　年度)

（事業実施年度）
	１年目
(　年度)
	２年目

(　年度)

（目標年度）
	３年目

(　年度)

	
	契約取引量
	t
	
	
	
	

	
	契約取引額
	千円
	
	
	
	


　注：必要に応じて行を追加すること。
３ 添付書類
事業主体の決算書など参考となる書類

別紙３（輸出拡大生産体制強化支援事業）
	支援対象年度
	支援メニュー
	生産者名
	ほ場所在地
	実施面積
（㎡）
	栽培管理状況
	備考

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


注１：栽培管理状況については、有機栽培（移行期間含む）の場合は１、慣行栽培の場合は２を記載すること。

注２：改植後のほ場で有機栽培を行う場合において、未収益期間の前半を慣行栽培で管理する場合は備考に記載するこ

と。
様式第５号（日本産業規格Ａ４縦型）

番　　　　　　号

令和　年　月　日

静岡県知事　　　様

	事業実施主体の名称
	

	   代表団体等の所在地住所
	

	   代表団体等の名称
	

	代表者の職及び氏名
	


令和　年度静岡茶海外戦略展開支援事業費補助金交付決定前着手届
　令和　年　月　日付け農茶第　　号で交付対象事業として選定された補助事業について、下記条件を了承の上、交付決定前に着手したいので提出します。

記

１　交付決定前着手の条件

（１）交付決定を受けるまでの期間内に、天災地変の事由によって実施した事業に損失を生じた場合、この損失は、事業主体が負担するものとすること。

（２）当該事業については、着手から交付決定を受けるまでの期間内において計画変更は行わないこと。

２　事業計画及びその内容

	事業内容
	事業費

（補助金申請額）
	着手予定

年月日
	完了予定

年月日
	理由

	
	（　　　　）
	
	
	


